
平成31年度　施政方針

　
３
つ
の
重
要
な
視
点
に
基
づ
き
、
６
つ

の
基
本
目
標
ご
と
に
掲
げ
ま
す
。

◯
通
信
環
境
の
向
上
の
た
め
、「
移
動
系
防

　
災
行
政
無
線
」の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う

　
と
と
も
に
、
愛
知
県
が
開
発
し
た「
市

　
町
村
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し

　
ま
す
。

◯
避
難
場
所
の
確
保
と
し
て
、
民
間
施
設

　
等
と
の「
官
民
協
定
」や
地
域
と
企
業
な

　
ど
に
よ
る「
民
民
協
定
」の
支
援
に
も
引

　
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◯
伊
勢
湾
台
風
60
年
関
連
事
業
を
、
８
月

　
か
ら
９
月
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

　
①
伊
勢
湾
台
風
を
題
材
と
し
た
ミ
ュ
ー

　
ジ
カ
ル
の
上
演

　
②
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
塔
な
ど
を
め
ぐ

　
る
見
学
会
と
被
災
者
の
体
験
談
を
聴
く
会

　
③
被
災
状
況
や
復
興
の
様
子
を
伝
え
る

　
写
真
パ
ネ
ル
展

◯
大
規
模
災
害
に
も
対
処
で
き
る
防
災
拠

　
点
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
親

　
し
ま
れ
る
庁
舎
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

　
よ
う
着
実
に
工
事
を
進
め
ま
す
。
　
　

　（
2
0
2
0
年
１
月
末
竣
工
予
定
）

◯
自
治
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
を

　
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
警
察

　
や
地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
と
連

　
携
し
な
が
ら
、
犯
罪
防
止
に
取
り
組
み

　
ま
す
。

◯
交
通
死
亡
事
故
の
根
絶
を
目
指
し
、
高

　
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
教
室
や
警
察
、

　
交
通
安
全
推
進
協
議
会
な
ど
と
の
連
携

　
の
も
と
、
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
み

　
ま
す
。

◯
２
０
２
０
年
度
よ
り
実
施
す
る「
第
２

　
次
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

　
の
策
定
に
向
け
、
現
状
と
課
題
を
調
査

　
分
析
し
、
今
後
の
方
向
性
と
事
業
展
開

　
の
検
討
を
行
い
、
豊
か
で
健
や
か
な
子

　
ど
も
の
未
来
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
の
推

　
進
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◯
年
々
利
用
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
放

　
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
本
年
４
月
か
ら

　
定
員
を
増
や
し
充
実
を
図
り
ま
す
。

◯
リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
を
地
域
サ
ロ
ン
な

　
ど
へ
派
遣
す
る「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

◯
認
知
症
高
齢
者
対
策
と
し
て
、
認
知
症

　
地
域
支
援
推
進
員
を
活
用
し
た「
認
知

　
症
カ
フ
ェ
」を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

　
予
防
教
室
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
各
地

　
区
で
開
催
し
ま
す
。

◯
自
動
車
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
、

　
返
納
後
の
代
替
え
交
通
と
し
て
、
タ
ク

　
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◯「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

　
ジ
オ
）を
誘
致
し
、
運
動
習
慣
に
よ
る

　
健
康
維
持
・
体
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま

　
す
。

◯
産
後
の
体
調
不
良
や
育
児
不
安
を
抱
え

　
る
母
親
お
よ
び
乳
児
に
対
し
、
医
療
機

　
関
で
宿
泊
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
行
う「
産

　
後
ケ
ア
事
業
」を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

◯
専
用
の
検
査
キ
ッ
ト
で
気
軽
に
健
康
チ

　
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
の
で
き
る「
ス
マ

　
ホ
de
ド
ッ
ク
」を
実
施
し
ま
す
。

◯
障
が
い
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
早

　
期
建
設
の
実
現
に
向
け
、
社
会
福
祉
法

　
人
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

　
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

◯
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員
の
配
置
促
進

　
事
業
に
加
え
、
新
た
に
ス
ク
ー
ル
・
サ

　
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
配
置
事
業
を
実
施

　
し
ま
す
。

◯「
弥
富
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」の
も

　
と
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見

　
す
る
体
制
づ
く
り
を
確
立
す
る
と
と
も

　
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図

　
り
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
努
め
ま

　
す
。

◯
平
和
教
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

　
中
学
２
年
生
の
広
島
派
遣
を
引
き
続
き

　
実
施
し
ま
す
。

◯
本
年
６
月
ま
で
に
、
全
小
学
校
の
普
通

　
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

◯
桜
小
学
校
に
お
い
て
、
長
寿
命
化
改
良

　
本
年
は
、
５
月
に
新
天
皇
が
即
位

さ
れ
、
新
元
号
と
な
り
、
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時

代
の
節
目
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す

る
、
市
政
運
営
の
最
も
基
本
と
な
る

「
第
２
次
弥
富
市
総
合
計
画
」が
新
た

に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
本
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
、
市
民
満
足
度
を
一
層
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と「
弥

富
」へ
の
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
に「
選
ば
れ
る
ま
ち
」と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
私
は
、
弥
富
市
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
政
策
目
的
の
実
現
の
た
め
に

は
、
改
革
す
べ
き
は
改
革
し
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
着
実
な
歩

み
を
支
え
て
き
た
取
組
を
生
か
し
、

継
続
す
べ
き
も
の
は
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
再
構
築
の
視

点
に
立
ち
、
財
政
健
全
化
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

施政方針を述べる市長

新庁舎完成イメージ

平成
31年度
特　集 施政方針

　３月定例市議会で、安藤正明市長は平成 31 年度の施政方針を表明しました。こちら
の特集では、本年度の弥富市が取り組む施策などをお伝えします。

※掲載している施政方針は要約しています。

防
災
・
減
災
対
策

子
育
て
支
援

高
齢
者
支
援

健
康
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
事
業

障
が
い
者
支
援

新
庁
舎
建
設
事
業

防
犯
・
交
通
安
全
対
策

い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

基
本
目
標
①

笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

健
や
か
で

共
に
支
え
合
う
ま
ち

基
本
目
標
②

心
豊
か
で

文
化
を
育
む

人
づ
く
り
の
ま
ち

基
本
目
標
③

学
校
教
育

ラジオ体操をする参加者の皆さん

平成31年度　基本方針

平
成
31
年
度
の

　
　
　
　重
点
施
策

平成３１年度の市政運営に当たっては、３つの重要な視点を持って取り組みます。

１ 健やかに暮らせる、安心で安全なまちづくり
２ 地域産業が元気で、生き生きと働けるまちづくり
３ 人が行き交い、魅力と賑わいあふれるまちづくり

45 2019（平成31）年 5月号 広報やとみ2019（平成31）年 5月号 広報やとみ


